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ネ、yトの 効果並びに 予碑効果卓式敦  

殿内正男 清水明垂 井濾金二 名含鋳一  

考ひなの育成を9月上旬より′直川ク羽ブつ∫宣教空して飼育毛胃始し  

た＝の内の ノ区に′♂月上旬にコリーザ、躍の疾萄が自然発生したので、これ  

に対してビタネット象強者し、治療墜がと亨拓哉険をする轄金を得た，   

試験戎科並がに方法  

∽ 際体名 ビタネット  

切 供試絶 ＝ユー′ヽンブシヤーメ色色、コーニ、y三′ユのヰ祝の吸塵   

合計免∂剥左葛直ノ♂ク御として∫直に分けてケージ巨こて－飼育した。  

dノ試験期間 取動j∂茸／〃月／∂Bより■J／甘まで  

娩）試験方法 萬戒中の中根5Ⅶ∂勿の内の／礪がコリげ一撰の鼓吹せ呈し   

たので、伝染をおそれ＝の／頚を前日淘汰した。しか竃ヒ空日同区に固磁   

の症状を弄す轟鶏が占羽柴虻したので、この∂潔左魔粗してピタネットを   

♂・よ先の勃合に飲水lこ寒かして殺与す冨と共ヒ、残りの☆クJづ将に均しぺは   

仇／路の朝今に飲水lこ溶かして占日間及与し亨衛試験を待った．  

衷／ ビタネット段与璃蘭  

註  分   添  加  翌   ・l   一朗■■■■白   

予防区（≪タJ爾）   a／％  飲 水 に潅加  ／♂扁／£日トへ・よ／日までの占す瑠   

治康区（d畷〉   久よズ 飲 水 に添那  ／♂用ノ∠甘へよク8丘そのノタロ間  

就農法案   

持薬前の兼務の発生状況及び症状並び仁義轟の給養．守衛の経過は次の鼻りである．   

発淘鴇の長状   

ノ♂月／竣日′始．ふ之♂のひなが腰帯温飯、束梁を麦飯とするコリげ、－ 凝の棄窺  

が発生して筒甘淘汰した．翌甘闊直の∂羽に同裁の症状を呈する羨病が発  

生したので海浜してビタネット玖d％飲水に添加して竣与した。   

義絶の症状の准凄lま衷よの痘りである．  

茨よ  病熱の治衰状況   



／ク月ノ∫召、占領ヒ晶られた症状は顔面が稲々潅取し、添涙ヌ出演モ・む淡態  

であった。∂羽の内攻狽は超衆猿女日で東栄は止み、顔面の腫脹も軽減し  

芽ぐむ求簸であったが投与筏ク日・で李朝玖全く症状がなくなった。   

ルわ、∫智㌢とルわ、∽は9日lこ轟渋が摩滅しノJ甘日で長次が消失した亡   

浜轟め鍵盤晴（占週令）から鵠萄噂（／ク渇今〕までの養鶏の放置と義満  

亀鑑星の残りのタJ 初の平均体漫は表Jの題りである。  

表3  潟魂の体嘗並びlこ覿験穐の平均体重  

∫／√ ク／♂  知∫ ／／／∫  ／よ∫‾♂  l   

ルわ ∫∂g ♀               〟∂ ∫♂タ ♀  ム九っ＋ く列㍑  ／♂タ∫ ／⊇ク∫ ■／J∫♂  ′′∂ ∫ノよ ♀  、㌻女、チ  ガ♂   タグ♂ ／／タ♂  ／J／♂   
パ′わ J智彦 ♀  ∫グ∫  久えチ  好∂ ／ノ〃♂  ／⊇グ∫‾   
ル匂 ∫ぎ♂ ♀  Jタ♂  ク／♂  タグ∫ ／♂∫♂  ／／タ∫   

ルり ∫クア 令  プ杉ク  ∂9ク   
／／才∫ ／〟ア∫   ／∠／♂   

発生直の ♀  ！∂ふ， ．凱微  ／ク♂∂ ／／〆∠  ／J∫コ土ノ∫ク   

＋     平均体重 合  l程∂ クゴア  
ノ／∂7／J押  ノ〆Jケ土／グク  

ノ∂遁今lこおけ葛岡直の平粒体こ受の他の体重ぬと尭義蔑√詔の内父調法入って  

詣り、／覗は平均体育より轟かった。姓の桑島象′凋も平翔強要ねIてあじ、発病  

謁も健兼親も出荷時には体重ヒ東リがなかったp 発生予箭として∂ノ％の  

割合に飲水に添加した火タj羽ヒはその虐瑳萄しなかった．   

要  約   

自然ヒ発生した顔面腫脹、洗漢左主傲とす石、コリゲー凍の疾病に刻し  

て素敵こ性ビタネットクよ％、萄りの潟1こ対しては玖／％の勃合で飲水に添爪  

した．苛政の目的で♂、／％の勘合で添加して、ノβ廻今まで全く発病を見なか〇  

た＝とかS予衡のE的虻一応呈したヱ 

症状が占羽中4凋はク日日．預りの戎凋杖ノブE引こ全く鴻失した＝とと、／♂適今に  

みける体蜜も正党駄愛育をとけ■たp   

奴上の癌潔からして、コリーゲ様の源養に対して効果があったと思わ九る．  
－／ヱユー   


